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熊本市民　愛市憲章
一品位ある市民の誇りのために-

1　私たち熊本市民は、清潔で住みよい街を

つくりましょう。

1　私たち熊本市民は、郷土の自然や文化財

を大切にいたしましょう。

1　私たち熊本市民は、時間を正しく守りま

しょう。

1　私たち熊本市民は、交通道徳を重んじま

しょう。

1　私たち熊本市民は、互いにあたたかく交

わり、旅行者を親切に迎えましょう。

(昭和35年5月11日制定)

イ　チ　ョ　ウ

(昭和49年10月9日制定)

肥後ツバキ
(昭和49年10月9日制定)

シジュウカラ

(昭和59年5月22日制定)



都　市 普 岩

「森の都」都市宣言に関する決議

自然環境の回復による生活環境の保全は、今や人類共通の課題となっている。

由来、わが熊本市は、豊かな線、清例な水に恵まれた自然の下、今日の発展を遂げてき

たが、急激な都市化の波に、今や昔日の面影は二変しようとしている。

ここにおいてわれわれは、市民の総力を患集して線と水の保全・回復につとめ、もって

人間優先の快適な都市環境づくりに遵進せんことを誓い、わが熊本市を「森の都」とする

ことを宣言する。

昭和47年10月2日 熊本市議会

地下水保全都市宣言に関する決議

限りある地球の資源の保全は、自然環境の回復と共に人類共通の課題であり、水資源に

ついてもその例外ではない。

古来、わが熊本市は豊かな寂と清例な地下水に恵まれた自然の下生々発展を遂げて来た

が、今日における無秩序な地下水の開発と自然環境の破壊は、今や地下水の汚染をはじめ

その枯渇さえ憂慮される状態にある。

よって、本議会は市民の総意を結尭して自然環境の回復、保全をはかり、貴重な水資源

を後世まで守り伝えていくことを誓い、ここにわが熊本市を地下水保全都市とするこ~とを

宣言する。

昭和51年3月22日 熊本市議会



健康都市宣言

熊本市は、録と水に恵まれた豊かな自然と先人が築いた伝統と文化を擁し、地方におけ

る近代的な中枢都市として発展しつつある。

しかし、都市化の進展に伴い市民生活を支える基本である心身の健康を阻害する要因が

増大している。

熊本市は、市民とともに明るく健康な都市をめざして諸施策を結集し、その実現につと

めなければならない。

ここに、すべての市民の健康を市政の目標として、熊本市を「健康都市」とすることを

宣言する。

昭和54年10月1日 熊本市

平和都市宣言

熊本市は、先の大戦において、多くの尊い人命を失うとともに、市街地のほとんどを焼

失するなど、大きな災禍を被った。

戦後、焦土の中から立ち上がった市民の英知とたゆまぬ努力によって、線と水の豊かな

自然環境や先人の築いた歴史と文化に支えられながら、今や九州中央の中枢都市として着

実に発展を続けている。

私たち熊本市民は、戦後50周年の大きな節目にあたり、先の大戦-の深い反省に立ち、

未来に向けて平和で豊かな社会を築き、かけがえのない自然環境を次代に引き継ぐため、

再び戦争の惨禍を繰り返さないことを誓うとともに、人類共通の朕いである世界の恒久平

和の達成を希求し、ここに「平和都市」を宣言する。

平成7年7月27日 棉.^m

環境保全都市宣言

私たちのふるさと熊本市は、大阿蘇の大地を源とする地下水と線に恵まれ、この豊かな

自然の中で重厚な文化をはぐくみ、 「森の都」と呼ばれる美しい近代都市として発展して

きました。

しかし、近年、都市化の進展と生活様式の多様化などにより、自然の仕観みが損なわれ、

恵みの地下水も将来が危ぶまれています。
SIzKq

いまこそ私たちは、大気と水と大地で成り立つ地球の自然が、人類だけではなく生命ある

ものすべてにとって、かけがえのないものであることをあらためて思い起こし、その保全の

ために、自然界の生態系に学んだ循環型社会-と、転換を図っていかなければなりません。

私たちは、美しく豊かなこのふるさとの環境を守り育て、これを次の世代に引き継いで

いくことを誓い、ここに熊本市を「環境保全都市」とすることを宣言します。

平成7年9月25日 熊本市
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